
防災専門家データベースの登録

防災専門家データベースは、2001年に発足したも

ので、災害が発生した際に各分野の技術士の専門性

を活かした防災対応を頂ける方を登録したもので

す。現在まで1,000名近い会員が登録頂いておりま

したが、①メールアドレスが記載されていない、②

ご自身で登録内容を更新できない、などの問題があ

りました。

そこで、これらの問題を解消すべく新・防災専門

家データベースを2005年から新たに構築します。過

去に登録された方も含めて新・防災専門家データ

ベースへの登録を、改めてお願い致します。また、

防災特別委員会から登録された方への連絡は電子

メールで行います。このため電子メールアドレスを

所持している方が登録の前提となります。ご理解・

ご協力をお願い致します。

■防災専門家の役割

登録された防災専門家は、防災特別委員会、支部

防災特別研究会等が実施する各種の講習会・講演会、

防災活動等に参加して頂くとともに、大規模災害発

生時は現地調査の実施、二次災害防止の提言等を行

い、社会貢献の一躍を担うとともにこれらの活動を

通して、技術士および日本技術士会を広く一般に

知ってもらうことも狙いとしております。基本的に

はボランティア活動として可能な範囲で活動して頂

くものです。活動内容の詳細は、追って登録者にご

連絡します。

■登録の方法

⑴ この登録には、会員パスワードが必要です。取

得申請は、当会ホームページの会員コーナー

http://www.engineer.or.jp/kaiin/index.html

にアクセスし申請して下さい。

⑵ 登録方法の詳細等は、会員コーナーの「技術士

パーソナルデータベースへの登録」にアクセス頂

き「利用方法」をご覧下さい。

このパーソナルデータベースの運用により会員

個々の業績・経歴等の他、「防災関連事項」を記入

頂くことで防災専門家登録につきましても、可能

となります。

入力シートは、参考に次ページに附記しました。

CPD教材シリーズ

「減災と技術 ― 災害の教訓を活かす― 」の発刊

㈳日本技術士会防災特別委員会 編集

独消防研究所理事長 室崎益輝 監修

「この教本は、大震災の問いかけに応えるとともに

大震災の教訓を活かすために編纂されたものである

が、決してこの編纂が最終目的ではない。この教本

を活用して、技術者としての減災への社会的責任を

果たすこと、その結果として次の被害が軽減される

ことこそが、最終目的である。この教本が活かされ

てこそ、意味を持つのである。この教本と日本技術

士会を媒介として、技術者の減災に向けた社会活動

が大きく花開くことを願ってやまない」―室崎 益

輝氏の序文より―

〔価格〕当会会員 税込み800円、〔入手方法〕

当会HP「書籍等の案内」を参照下さい。

（文責：防災特別委員会 委員 松井 義孝)

㈳日本技術士会 防災特別委員会

防災専門家データベースへの登録のお願い
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